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魯
庵
に
よ
る
『
罪
と
罰
』
初
訳
と
新
訳
の
比
較西野

常
夫

　
明
治
の
小
説
家
が
苦
心
し
な
が
ら
口
語
文
で
小
説
を
書
き
始
め
、
旧
本
の

近
代
文
学
が
本
格
的
に
幕
開
け
し
て
ま
も
な
く
の
頃
、
内
田
魯
庵
（
不
知
庵

主
人
）
が
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
『
罪
と
罰
』
（
原
作
一
八
六
六
年
）
の
、
前
半

だ
け
で
あ
る
が
、
栄
誉
あ
る
最
初
の
邦
訳
者
に
な
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、
英

訳
か
ら
の
重
訳
。
原
作
は
全
六
編
お
よ
び
エ
ピ
ロ
ー
グ
か
ら
成
る
が
、
魯
庵

の
訳
し
た
の
は
第
三
編
ま
で
で
、
頁
数
で
ほ
ぼ
半
分
に
相
当
。
こ
の
前
半
を

さ
ら
に
『
巻
之
こ
明
治
二
五
年
一
一
月
、
『
巻
之
二
』
明
治
二
六
年
二
月
の

二
巻
に
分
け
て
、
い
ず
れ
も
内
田
老
地
壇
か
ら
刊
行
）
．
尾
崎
紅
葉
か
ら
こ
の

小
説
の
こ
と
を
聞
い
て
丸
善
で
購
入
し
た
本
を
読
み
始
め
る
や
、
「
心
あ
る
大

き
な
手
で
精
神
の
全
体
を
掻
き
ま
は
さ
れ
る
や
う
な
」
衝
撃
を
受
け
た
、
と

い
う
回
想
文
を
残
し
て
い
る
〔
注
－
〉
。
魯
庵
の
言
葉
は
、
こ
の
小
説
を
読
ん

だ
多
く
の
読
者
の
感
想
を
代
弁
し
て
い
る
が
、
魯
庵
の
こ
の
小
説
に
対
す
る

思
い
入
れ
を
如
実
に
表
わ
し
て
い
る
の
は
、
二
一
年
後
の
大
正
二
年
七
月
に

同
じ
前
半
部
の
全
面
的
改
訳
を
出
版
し
て
い
る
こ
と
だ
（
丸
善
か
ら
出
版
）
、

魯
庵
以
来
、
『
罪
と
罰
』
の
邦
訳
者
は
＝
二
人
出
て
お
り
く
重
訳
、
共
訳
を
含

む
）
、
改
版
な
ど
の
過
程
で
一
定
の
改
訳
を
施
し
た
者
は
い
る
が
、
魯
庵
ほ
ど

全
面
的
に
改
変
し
た
新
訳
を
世
に
問
う
た
者
は
他
に
い
な
い
。
本
稿
で
は
、

魯
庵
の
こ
の
新
訳
へ
の
改
変
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
一
、
改
訳
へ
の
意
欲
と
底
本
に
つ
い
て

　
「
『
罪
と
罰
』
の
新
訳
及
び
旧
駅
出
版
時
代
の
回
想
」
（
「
文
章
世
界
」
明
治

四
四
年
一
一
月
）
に
お
い
て
、
魯
庵
は
ま
ず
初
訳
の
出
版
に
つ
い
て
、
「
『
罪

と
罰
』
の
や
う
な
高
級
読
者
に
さ
へ
難
し
い
も
の
を
正
直
に
翻
訳
し
て
公
け

に
し
た
の
は
無
鉄
砲
」
と
回
想
し
、
「
自
分
の
力
量
の
程
も
顧
み
な
い
で
向
こ

う
見
ず
に
訳
し
た
の
で
、
当
時
の
具
現
者
は
内
々
笑
っ
て
み
た
か
も
知
れ
ぬ

が
、
自
分
で
は
一
生
懸
命
、
真
剣
勝
負
だ
つ
た
。
が
、
力
量
手
腕
が
無
い
の

は
拠
う
な
い
、
首
尾
よ
く
失
敗
し
た
や
う
な
こ
と
で
、
『
解
ら
な
い
、
解
ら
な

い
』
と
ば
か
り
云
は
れ
た
」
と
、
初
訳
の
文
章
の
難
解
さ
を
訴
え
る
声
の
あ

っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
尤
も
其
時
分
は
、
元
来
原
本
が
決
し

て
解
り
い
』
も
の
で
な
く
、
七
く
ど
く
て
厄
介
な
も
の
で
、
達
者
に
原
本
を

読
む
カ
の
あ
る
人
で
も
矢
張
解
ら
な
い
の
が
十
中
八
九
だ
か
ら
、
解
ら
な
い

と
云
は
れ
て
も
格
別
不
思
議
に
も
思
は
な
か
っ
た
」
の
だ
が
、
「
今
考
へ
る
と

原
本
が
解
ら
な
い
も
の
に
せ
よ
、
解
ら
な
い
原
本
を
愈
々
解
ら
な
く
し
た
の

は
自
分
の
罪
で
あ
っ
た
（
中
略
）
其
時
分
は
夫
ほ
ど
拙
い
と
も
思
は
な
か
っ

た
が
、
今
読
む
と
背
中
に
冷
汗
が
出
る
。
そ
こ
で
、
こ
ん
な
拙
い
翻
駅
で
は

世
間
に
紹
介
す
る
に
足
り
な
い
し
、
第
一
に
は
原
著
者
に
対
し
て
も
甚
だ
相

済
ま
ぬ
と
、
気
が
付
い
た
の
が
、
再
び
新
た
に
翻
訳
し
直
す
動
機
に
な
っ
て
、

四
五
年
前
か
ら
ポ
ツ
ー
着
手
し
た
の
で
す
』
と
、
改
訳
に
着
手
す
る
に
至

っ
た
経
緯
を
振
り
返
っ
て
い
る
（
注
2
）
。

　
魯
庵
が
使
用
し
た
底
本
は
、
初
訳
に
つ
い
て
は
そ
の
「
例
言
」
に
「
余
は

魯
文
を
解
せ
ざ
る
を
以
て
千
八
百
入
十
六
年
板
の
英
訳
本
（
ヴ
ヰ
ゼ
ツ
テ
リ

イ
社
印
行
）
に
よ
り
之
を
重
訳
す
」
（
注
3
＞
と
あ
り
、
ま
た
新
訳
本
に
つ
い

て
は
そ
の
「
は
し
が
き
」
に
「
此
翻
訳
の
底
本
と
し
た
の
は
ヴ
ヰ
ゼ
ッ
テ
リ
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1
の
英
訳
本
で
あ
る
」
（
注
4
）
と
あ
る
の
で
、
い
ず
れ
も
、
二
巴
。
ほ
畠

≦
－
匡
。
。
ぽ
簿
≦
に
よ
る
訳
本
詮
§
価
勘
自
営
、
§
藁
葺
き
妹
、
厚
肉
窺
患
隠

昏
一
塁
誉
〉
♂
量
ピ
。
巳
8
“
≦
器
下
目
ヨ
ド
G
。
Q
。
Φ
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。

　
本
稿
で
引
用
す
る
「
罪
と
罰
」
の
出
典
は
次
の
通
り
で
、
引
用
の
際
は
当

該
本
の
記
号
と
頁
数
を
（
A
、
一
〇
）
の
よ
う
に
括
弧
内
に
示
す
。

　
A
．
魯
庵
訳
『
罪
と
罰
』
（
初
訳
）
に
つ
い
て
は
、
『
内
田
魯
庵
全
集
』
第

一
二
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
昭
和
五
九
年
四
月
、
か
ら
引
用
す
る
。
た
だ
し
、

初
出
の
『
罪
と
罰
　
巻
之
一
』
（
内
田
老
鶴
圃
、
明
治
二
五
年
一
一
月
）
お
よ

び
『
巻
之
二
』
（
内
田
老
鶴
圃
、
明
治
二
六
年
二
月
）
と
照
合
し
、
一
部
の
表

記
に
つ
い
て
初
出
に
従
っ
た
箇
所
が
あ
る
。
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。
ま
た

初
訳
に
対
す
る
書
評
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
再
録
さ
れ
て
い
る
同
全
集
第
一

二
巻
か
ら
引
用
す
る
。

　
B
。
魯
庵
訳
『
罪
と
罰
』
（
新
訳
）
に
つ
い
て
は
、
『
罪
と
罰
』
（
丸
善
、
大

正
二
年
七
月
）
。

　
C
．
窯
ぼ
。
・
げ
卑
毛
に
よ
る
英
訳
と
し
て
は
、
書
。
勘
適
儀
、
§
慧
ミ
亀
ひ

叶
冨
三
等
e
巴
ξ
国
国
巴
。
ほ
。
犀
≦
巨
。
。
げ
櫛
ヨ
O
ぼ
。
瀦
。
“
ピ
巴
巳
仲
ピ
o
ρ

℃
鐸
窪
δ
ゲ
O
話
（
出
版
年
無
記
載
）
。
新
谷
敬
三
郎
、
柳
富
子
、
井
桁
貞
義
の
共

著
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
翻
訳
年
表
”
独
仏
英
米
日
”
μ
Q
。
Q
。
H
～
お
濫
」
（
注

5
V
に
よ
る
と
、
一
八
八
六
年
に
「
罪
と
罰
」
の
謬
溢
『
睾
に
よ
る
英
訳
本

と
し
て
、
≦
N
簿
①
ξ
版
の
ほ
か
に
、
Z
Φ
毛
ぎ
涛
の
日
9
9
0
尋
Φ
ロ
版
、

右
記
の
O
ぽ
＄
鵬
。
の
ピ
9
。
マ
侮
騨
ビ
o
o
”
国
錫
毒
薬
け
①
お
版
の
三
種
が
出
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
全
四
五
六
頁
と
あ
る
の
で
、
三
種
と
も
同
内
容
で
あ
る
と
推

定
で
き
る
。
本
稿
で
参
照
で
き
た
本
は
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
の
三

番
目
系
統
の
も
の
で
、
出
版
年
、
名
数
の
記
載
は
な
い
が
、
や
は
り
全
四
五

六
頁
で
あ
り
、
魯
庵
が
使
用
し
た
本
と
同
内
容
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
D
．
§
恥
恥
旨
犠
、
§
同
多
雪
霞
魯
訂
節
季
巴
魯
①
侮
ξ
O
o
墓
＄
昌
8
0
胃
9
暮
》

冒
。
昌
畠
。
ロ
”
ヨ
ロ
貯
白
虹
①
首
Φ
日
餌
戸
μ
曽
↑
壽
謎
ぱ
監
訳
の
次
に
出
た
英
訳

で
あ
る
演
、
出
版
は
魯
庵
の
新
訳
の
翌
年
で
あ
る
。
何
か
運
命
の
い
た
ず
ら

を
感
じ
さ
せ
る
が
、
わ
ず
か
一
年
違
い
で
、
魯
庵
は
改
訳
時
に
こ
の
本
を
参

照
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
E
．
寓
」
≦
O
。
腹
霞
訳
憲
鐸
ミ
§
儀
恥
§
旨
ゆ
ピ
①
首
毘
σ
q
四
弔
げ
．
凶
0
9
卿
目
9

一
Q
。
Q
。
o
。
蟹
後
述
の
高
橋
五
郎
の
書
評
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　
F
．
ロ
シ
ア
語
原
文
は
、
e
．
嵐
・
泪
。
自
。
Φ
ロ
コ
臭
国
議
雪
目
量
墨
画

§
竈
鞄
器
国
“
口
。
員
』
＆
6
8
幽
こ
目
9
旨
や
自
㊦
目
国
弓
貴
鱒
直
話
碧
P
目
O
“
。
。

弓
‘

　
二
、
初
訳
に
対
す
る
書
評
と
新
訳

　
初
訳
の
『
巻
之
一
』
が
出
版
さ
れ
る
と
、
大
変
な
反
響
を
呼
び
、
短
期
間

に
多
く
の
書
評
が
書
か
れ
、
そ
の
一
部
は
三
か
月
後
に
出
版
さ
れ
た
『
巻
之

二
』
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
書
評
に
は
北
村
透

谷
「
「
罪
と
罰
」
（
内
田
不
知
庵
訳
）
」
（
「
女
学
雑
誌
」
明
治
二
五
年
一
二
月
一

七
日
〉
の
よ
う
に
小
説
の
内
容
面
を
論
じ
る
通
常
の
書
評
の
形
を
と
る
も
の

も
あ
っ
た
が
、
魯
庵
の
訳
文
に
注
目
し
、
称
賛
し
た
り
疑
問
を
呈
す
る
こ
と

に
重
点
を
置
く
も
の
も
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
そ
う
し
た
疑
問
に
対
し
て
即
座

に
弁
護
を
買
っ
て
出
る
と
い
っ
た
書
評
も
現
れ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
の
読

者
は
魯
庵
の
訳
し
方
に
非
常
な
興
味
を
示
し
、
不
満
な
箇
所
に
は
細
か
い
注

文
を
つ
け
た
り
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
行
な
う
初
訳
と
新
訳
の

比
較
の
方
針
と
し
て
は
、
初
訳
の
訳
し
方
に
対
す
る
こ
う
し
た
各
種
批
判
に
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配
慮
し
た
何
ら
か
の
対
応
が
新
訳
に
お
い
て
な
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
を
ま

ず
見
て
い
き
た
い
。

　
細
か
い
指
摘
と
い
え
ば
、
高
橋
五
郎
の
書
評
（
「
国
民
三
友
」
一
七
三
号
、

明
治
二
五
年
＝
月
三
日
）
が
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
。
高
橋
の
書
評
は
魯
庵

の
訳
し
方
に
関
す
る
後
続
の
書
評
を
誘
発
し
、
翻
訳
論
議
の
突
破
口
を
開
く

も
の
と
な
っ
た
。
高
橋
は
英
仏
独
そ
の
他
の
外
国
語
を
よ
く
し
た
英
学
者
・

評
論
家
で
、
新
約
聖
書
（
明
治
＝
二
年
）
、
旧
約
聖
書
（
明
治
二
〇
年
）
の
和

訳
に
参
加
し
、
ま
た
J
．
C
．
ヘ
ボ
ン
の
『
和
英
英
和
斎
垣
集
成
』
第
三
版

改
正
増
補
（
明
治
一
九
年
）
、
そ
の
他
の
明
治
中
期
の
英
語
辞
書
の
編
纂
に
貢

献
し
た
人
で
あ
る
。
高
橋
が
秘
書
と
な
り
薫
陶
を
受
け
た
S
．
R
．
ブ
ラ
ウ

ン
は
用
語
や
文
法
に
非
常
に
厳
格
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
注
6
）
。

　
高
橋
の
書
評
は
、
「
此
の
如
き
微
蝦
は
固
よ
り
そ
の
其
他
の
諸
点
に
て
は
間

然
す
べ
き
所
な
き
の
好
翻
訳
を
画
く
る
に
足
ら
ず
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
お

り
、
全
体
と
し
て
は
魯
庵
の
初
訳
を
］
辺
倒
に
批
判
す
る
意
図
で
書
か
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
高
橋
の
言
う
「
微
蝦
」
に
注
目
し
て

み
た
い
。

　
高
橋
は
魯
庵
の
初
訳
を
検
討
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
「
重
文
を
以
て
碑
文
を

訳
せ
る
者
に
較
べ
見
ん
」
、
つ
ま
り
西
洋
語
訳
（
高
橋
は
上
記
の
寓
。
の
霞
に

．
よ
る
ド
イ
ツ
語
訳
を
用
い
て
い
る
）
と
、
英
訳
か
ら
訳
し
た
魯
庵
訳
を
比
べ

て
み
る
、
と
断
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
此
の
翻
訳
の
み
を
見
た
ら
ん
に
は
決

し
て
斯
る
欠
点
は
見
あ
た
ら
ざ
ら
ん
、
却
っ
て
皆
是
金
玉
の
文
字
と
思
は
ん
」

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
見
も
っ
と
も
な
理
屈
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
後
述

の
十
八
正
史
（
松
居
松
翁
）
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
害
。
器
翻
訳
に
も
誤
訳

の
可
能
性
が
排
除
で
き
な
い
以
上
、
こ
の
方
法
は
完
全
な
も
の
と
は
言
え
な

か
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
高
橋
は
、
外
国
語
の
能
力
を
活
用
し
た
啓
蒙

的
な
批
評
の
立
場
を
打
ち
出
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
高
橋
は
、
『
巻
之
一
』
全
体
で
は
な
く
、
冒
頭
か
ら
三
段
落
目
の
途
中

ま
で
を
例
に
と
っ
て
疑
問
点
を
列
挙
す
る
。
一
部
分
を
見
て
全
貌
を
推
す
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
少
し
長
い
が
そ
の
部
分
の
初
訳

と
新
訳
を
併
記
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
が
し

（
初
訳
）
七
月
上
旬
曲
る
蒸
暑
き
晩
方
の
事
急
　
S
…
…
「
ペ
レ
ウ
ー
ロ
ク
」

（
横
町
）
の
五
階
造
り
の
家
の
、
道
具
附
の
小
坐
敷
か
ら
一
少
年
が
突
進
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
が
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

て
、
狐
疑
逡
巡
の
体
で
K
…
…
橋
の
方
へ
の
ツ
そ
り
出
掛
け
た
。

　
　
　
　
は
し
ご
　
　
　
　
　
　
あ
る
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
や

首
尾
よ
く
階
子
の
下
ロ
で
主
婦
に
出
会
は
な
か
ツ
た
が
、
此
家
の
主
婦
は
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゃ
う
と
　
　
　
　
　
む
か
つ

坐
敷
に
住
ツ
て
、
台
所
が
常
々
戸
の
開
い
た
ま
、
階
子
に
対
て
居
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
マ
マ
　

い
つ
で
も
少
年
が
出
掛
け
る
時
は
余
義
な
く
敵
の
竈
前
を
通
り
過
ぎ
、
骨

　
　
　
　
　
　
　
　
お
そ
れ

身
に
染
み
る
ほ
ど
の
恐
怖
を
生
じ
、
意
気
地
な
く
眉
に
鐵
を
寄
せ
る
が
常
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど
こ
ほ
り

あ
る
、
と
い
ふ
は
宿
料
の
停
滞
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
顔
を
合
は
せ
る
の
が

怖
ろ
し
い
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ち
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い

　
斯
く
ば
か
り
少
年
に
畏
気
が
附
い
た
は
不
幸
が
重
ツ
た
故
で
な
く
、
此
頃

　
ヒ
ポ
コ
ン
デ
サ
ヤ
　
　
　
　
　
ナ
　
バ
ス
　
ヂ
プ
レ
シ
ヨ
ン

中
依
適
齢
墨
里
亜
に
均
し
き
神
経
的
沈
欝
症
に
罹
ツ
た
か
ら
だ
。
全
く
社
会

　
　
か
け
は
な
　
　
　
ひ
と
ま
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

か
ら
隔
絶
れ
、
一
室
に
籠
ツ
て
、
諮
り
此
家
の
主
婦
の
み
な
ら
ず
、
誰
と
顔

を
合
せ
る
も
嫌
で
一
た
ま
ら
ぬ
。
一
度
ハ
貧
に
逼
ら
れ
た
事
も
あ
ツ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
シ
チ
　
ヴ
ネ
ス

今
で
ハ
此
一
点
に
感
覚
を
失
く
し
て
日
々
の
業
務
を
悉
く
樋
饗
し
て
し

ま
ツ
た
。
（
A
、
九
～
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

（
新
訳
）
七
月
の
初
め
、
或
る
蒸
し
類
す
る
晩
方
、
S
…
…
横
町
の
、
只
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ら
ツ

る
大
き
な
五
階
家
の
、
小
さ
な
道
具
附
き
の
貸
間
を
翻
然
と
飛
出
し
た
青
年

が
あ
っ
た
。
途
方
に
暮
れ
た
物
案
じ
顔
を
し
て
K
…
…
橋
の
方
ヘ
ブ
ラ
リ
と
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曲
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
か
み

　
運
良
く
青
年
は
階
段
の
途
中
で
下
宿
の
主
婦
に
出
会
は
な
か
っ
た
。
主
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ま
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
て
　
　
ド
ア

は
青
年
の
借
り
て
い
る
部
屋
の
一
階
下
を
住
居
に
し
て
、
庖
厨
の
扉
を
始
終

あ
け
は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

開
放
し
た
な
り
に
、
階
段
か
ら
直
ぐ
入
れ
る
よ
う
に
し
て
置
く
か
ら
、
何

　
　
　
　
　
　
で
か
　
　
　
　
　
い
や
　
　
　
　
　
　

が
う
て
き

時
で
も
青
年
が
外
出
け
る
時
は
、
忌
で
も
応
で
も
此
の
強
敵
の
越
前
を
通
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
た
ん
び

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
其
度
毎
に
何
と
も
云
は
れ
な
い
不
愉
快
な
気
持
が
し

て
、
面
目
な
く
て
我
知
ら
ず
顔
を
箪
め
た
。
と
い
ふ
の
は
、
宿
料
の
停
滞
が

あ
る
か
ら
顔
を
合
は
せ
る
の
を
恐
れ
て
み
た
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な

　
尤
も
掌
れ
ほ
ど
に
萎
け
て
意
気
地
が
無
く
な
っ
て
了
つ
た
の
は
、
強
が
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ポ
コ
ン
デ
リ
や

輔
輌
不
遇
な
為
ば
か
り
で
な
く
、
近
頃
依
墨
壷
玉
里
亜
に
等
し
い
欝
ぎ
の
贔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
け
ん

に
取
慧
か
れ
た
か
ら
で
、
社
会
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
一
と
間
に
閉
籠
っ
た
ぎ
り
、

う
　
ち

此
家
の
主
婦
ば
か
り
ぢ
や
な
い
、
人
間
と
い
ふ
人
間
の
顔
を
尽
く
見
ま
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
ん

し
て
み
た
。
尤
も
一
時
は
貧
乏
を
苦
に
し
た
事
も
あ
っ
た
が
、
近
頃
は
其
様
な

事
に
は
無
神
経
に
な
っ
て
、
毎
日
の
仕
事
と
い
ふ
仕
事
を
尽
く
放
榔
ら
か
し

て
了
つ
た
。
（
B
、
一
～
二
）

　
高
橋
は
ま
ず
こ
の
冒
頭
第
二
文
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
先
づ
ペ
レ
ウ
ー
ロ
ク
て
ふ
魯
語
は
何
の
た
め
に
入
れ
た
る
や
、
何
故
に
直

ち
に
「
横
町
」
と
は
書
か
ざ
り
し
や
、
且
又
…
…
は
果
し
て
何
の
用
ぞ
、
「
ナ

ニ
ガ
シ
」
と
言
は
ば
無
用
な
ら
や
、
独
逸
文
に
て
は
単
に
。
ロ
ぢ
。
げ
。
昌
（
竃
。
。
・
窪

訳
原
文
で
は
◎
ゆ
●
、
宥
げ
。
目
I
I
西
野
）
q
陰
。
騨
。
轟
器
。
自
¢
o
ず
①
口
。
と
書
け
り
、
且

又
「
横
町
」
の
み
に
て
は
未
だ
尽
く
さ
ず
、
是
に
此
れ
は
心
皮
を
謂
へ
る
な

れ
ば
独
逸
文
に
て
殊
に
。
げ
0
5
を
横
町
の
語
尾
に
加
え
た
り
、
此
の
如
き
点

も
亦
精
細
に
区
別
せ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
（
中
略
）
「
五
階
造
り
の
家
の
道

具
附
の
小
坐
敷
」
と
は
何
な
る
も
の
か
余
輩
は
領
会
す
る
能
は
ず
、
独
逸
訳

に
て
は
毫
も
是
の
如
き
文
字
を
此
に
載
せ
ず
（
比
較
的
に
評
す
と
は
言
ひ
な

が
ら
原
文
と
対
照
す
る
も
亦
↓
酷
な
れ
ど
も
余
は
原
書
を
我
が
書
斎
に
有
せ

ず
、
残
念
千
万
）
、
「
突
進
し
て
」
も
次
々
の
文
字
に
ふ
さ
は
し
か
ら
ず
、
「
逡

巡
」
、
…
…
及
び
「
の
ツ
そ
り
」
倶
に
妥
な
ら
ず
（
A
、
三
四
九
）
。

　
新
訳
の
方
で
は
こ
の
部
分
は
か
な
り
改
変
さ
れ
て
い
る
。
両
者
を
比
べ
て

み
る
と
、
新
訳
で
は
「
S
」
と
「
K
」
の
読
み
仮
名
「
な
に
が
し
」
、
お
よ
び

「
ペ
レ
ウ
ー
ロ
ク
」
の
語
は
消
え
、
主
人
公
の
部
屋
は
「
貸
間
」
と
な
り
、

主
人
公
の
行
動
の
様
態
を
表
す
動
詞
と
副
詞
が
改
変
さ
れ
、
一
見
し
て
、
高

橋
の
い
ち
い
ち
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
改
良
し
て
い
る
よ
う
に
う
か
が
え
る
。

「
ペ
レ
ウ
ー
ロ
ク
」
は
「
横
町
」
の
ロ
シ
ア
語
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
語
の
読
め

る
二
葉
亭
四
迷
の
助
言
を
得
な
が
ら
初
訳
に
取
り
組
ん
だ
魯
庵
が
読
者
の
た

め
に
良
か
れ
と
思
っ
て
追
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
確
か
に
高
橋
の
指
摘
す

る
よ
う
に
、
す
で
に
「
横
町
」
と
は
っ
き
り
訳
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

ロ
シ
ア
語
の
追
記
は
無
用
の
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
た
め
不
要
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
壽
溶
『
彗
訳
が
「
甘
P
酔
『
O
　
弔
O
弓
Φ
O
‘
一
〇
犀
口
慶
」
（
C
、
五
）

と
い
う
ぐ
あ
い
に
、
舞
台
で
あ
る
ロ
シ
ア
の
雰
囲
気
、
臨
場
感
の
醸
成
の
効

果
を
ね
ら
っ
て
で
あ
ろ
う
か
、
ロ
シ
ア
語
の
音
訳
を
使
っ
て
お
り
、
初
訳
時

の
魯
庵
に
も
同
様
の
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
．
た
だ
し
壽
δ
冨
嵩

訳
の
方
は
「
横
町
」
に
相
当
す
る
英
語
を
付
記
し
て
い
な
い
の
で
、
英
訳
読

者
の
方
こ
そ
、
こ
の
部
分
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ち
な
み

に
O
陣
巨
①
詳
訳
で
は
、
単
に
「
営
O
自
“
娼
冨
o
o
」
（
D
、
一
）
と
い
う
ぐ
あ
い

に
英
語
だ
け
で
済
ま
せ
て
い
る
。
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な
に
が
し

　
細
か
い
こ
と
だ
が
、
高
橋
が
次
に
削
除
を
求
め
て
い
る
「
S
…
…
」
の

「
…
…
」
に
つ
い
て
は
、
新
訳
で
も
温
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
魯
庵
の
方

で
あ
え
て
削
除
の
必
要
を
認
め
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
国
本
の
小
説
で

は
「
某
…
…
」
と
い
っ
た
書
き
方
は
時
々
目
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
く
に

違
和
感
は
な
い
。
高
橋
が
使
用
し
た
ド
イ
ツ
語
訳
が
「
…
…
」
を
使
っ
て
い

な
い
と
は
い
え
、
一
字
一
句
忽
せ
に
し
な
い
聖
書
翻
訳
者
で
あ
る
高
橋
の
神

経
質
す
ぎ
る
要
求
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
厳
密
な
高
橋
は
さ
ら
に
ド
イ
ツ
語
訳
の
「
の
。
騨
。
ロ
σ
q
麟
霧
自
。
o
崔
Φ
昌
2
の
よ
う

に
、
「
横
町
」
（
ω
巴
8
口
麗
＄
器
）
に
♂
げ
窪
」
（
「
小
」
の
意
を
表
す
後
幅
）

の
意
味
を
加
え
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
主
人
公
の
住
む
集
合
住
宅
の
あ

る
横
町
が
そ
れ
ほ
ど
狭
い
と
判
断
あ
る
い
は
強
調
す
る
根
拠
は
な
い
の
で
、

「
横
町
」
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
ロ
シ
ア
語
原
文
の
こ
の
部
分
は
単
に
「
国
　
O

i
謹
口
昌
。
鴇
自
潤
①
」
（
C
横
町
に
お
い
て
）
（
F
、
五
）
で
あ
る
。

　
高
橋
の
次
の
指
摘
に
移
ろ
う
。
二
段
落
目
の
前
半
部
に
つ
い
て
高
橋
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
下
坐
敷
」
に
て
は
明
ら
か
な
ら
ず
、
モ
ー
ゼ
ル
（
独
逸
訳
者
）
は
口
β
①

（
竃
o
q
・
霞
の
原
文
で
は
。
ぼ
Φ
i
一
西
野
）
朗
Φ
署
①
蔑
Φ
漉
目
口
。
営
㊦
百

即
昌
侮
霞
。
昌
『
o
旨
。
陰
（
冒
。
器
H
の
原
文
で
は
蓼
α
q
一
鴨
1
一
西
野
）
と
書
け
り
、
且

彼
は
初
め
に
五
階
造
云
々
の
事
を
い
は
ず
、
此
に
て
先
づ
「
彼
が
部
屋
は
罷

る
五
階
家
の
直
ぐ
屋
根
し
た
に
在
て
、
実
は
居
室
と
い
は
ん
よ
り
は
墓
と
い

ふ
が
近
か
っ
た
」
と
し
る
せ
り
、
「
竈
前
を
通
り
過
ぎ
」
と
い
ふ
も
紛
ら
は
し
、

実
は
決
し
て
竈
の
前
を
過
ぐ
る
に
非
ず
、
只
階
子
を
下
る
と
き
に
彼
処
よ
り

見
ゆ
る
の
義
な
り
、
（
A
、
三
四
九
～
三
五
〇
）

　
初
訳
と
新
訳
を
比
べ
て
み
る
と
、
「
下
欄
敷
」
は
改
善
さ
れ
て
い
る
。
次
の

間
題
点
、
す
な
わ
ち
「
彼
は
初
め
に
五
階
造
云
々
の
事
は
い
は
ず
」
と
高
橋

が
述
べ
て
い
る
の
は
、
主
人
公
の
住
む
集
団
住
宅
が
五
階
建
て
で
あ
る
こ
と

は
、
冒
頭
第
一
段
落
で
は
な
く
、
「
此
に
て
」
つ
ま
り
第
二
段
落
に
な
っ
て
初

め
て
示
さ
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
も
っ
と
も
で
あ
り
、

「
五
階
家
」
は
ロ
シ
ア
語
原
文
、
寓
8
霞
訳
、
O
鷲
鐸
①
暮
訳
の
い
ず
れ
も
が

第
二
段
落
で
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
な
ぜ
か
魯
庵
の
使
っ
た
護
。
。
げ
餌
≦

訳
だ
け
が
、
先
回
り
し
て
冒
頭
第
一
文
で
示
し
て
い
る
。
魯
庵
は
≦
9
δ
げ
頸
ミ

訳
に
従
っ
た
ま
で
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
二
葉
亭
の
助
力
に

よ
る
ロ
シ
ア
語
原
文
と
の
細
か
い
照
合
作
業
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
新
訳
で
も
改
変
さ
れ
て
い
な
い
。
底
本
と
し
て
依
拠
す
る
の
が
同
じ

き
腔
げ
署
訳
で
あ
る
限
り
、
短
い
語
句
レ
ベ
ル
の
訳
語
の
改
変
は
で
き
て

も
、
文
の
順
序
ま
で
高
橋
の
指
摘
だ
け
を
頼
り
に
し
て
変
更
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
語
原
文
と

の
照
合
の
痕
跡
が
見
ら
れ
な
い
箇
所
は
少
な
く
な
い
が
、
続
い
て
高
橋
が
補

足
し
て
い
る
主
人
公
の
部
屋
の
描
写
「
実
は
居
室
と
い
は
ん
よ
り
は
墓
と
い

ふ
が
近
か
っ
た
」
の
欠
落
も
そ
の
一
例
で
あ
る
．
こ
の
箇
所
は
主
人
公
の
住

環
境
が
少
な
か
ら
ず
精
神
状
態
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
重
要
な

一
節
で
あ
る
だ
け
に
、
欠
落
は
惜
し
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
冒
。
器
噌
訳
の
「
墓
」

（
O
暑
津
）
（
E
、
三
）
は
、
後
で
主
人
公
の
母
親
が
こ
の
部
屋
を
訪
れ
た
時

に
口
に
す
る
象
徴
的
表
現
を
そ
の
ま
ま
先
取
り
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
語

り
手
の
口
か
ら
冒
頭
の
こ
の
時
点
で
そ
の
よ
う
に
規
定
し
て
し
ま
う
の
は
作

家
の
意
図
と
ず
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
訳
し
過
ぎ
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ロ

シ
ア
語
原
文
で
は
「
押
し
入
れ
」
（
日
器
臼
）
（
F
、
五
）
，
に
過
ぎ
な
い
。
こ
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の
部
分
は
、
白
匡
。
・
げ
塑
≦
訳
で
は
欠
落
し
て
お
り
、
新
訳
で
も
補
足
さ
れ
て

い
な
い
。

　
実
は
新
訳
本
の
「
は
し
が
き
」
に
、
先
に
引
用
し
た
、
「
原
著
者
に
対
し
て

も
甚
だ
相
済
ま
ぬ
と
、
気
が
付
い
た
の
が
、
再
び
新
た
に
翻
訳
し
直
す
動
機

に
な
っ
て
」
新
訳
を
出
し
た
と
述
べ
て
い
る
「
『
罪
と
罰
』
の
新
訳
及
び
旧
訳

出
版
時
代
の
回
想
」
と
は
や
や
矛
盾
す
る
よ
う
な
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え

る
。
「
幸
ひ
に
旧
訳
当
時
故
二
葉
亭
四
迷
氏
に
由
て
原
本
と
対
比
校
勘
し
た
書

入
本
及
び
ノ
ー
ト
の
残
存
す
る
も
の
を
基
礎
と
し
て
若
干
補
修
し
た
業
事
が

あ
る
。
夫
故
に
英
訳
に
由
っ
た
の
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
一
々
英
訳
通
り
で

は
無
い
。
同
時
に
露
の
原
文
と
若
干
相
違
し
て
み
る
の
が
比
較
校
勘
の
際
明

白
に
鮮
っ
て
み
て
も
矢
張
英
訳
に
準
拠
し
た
測
器
が
あ
る
。
例
え
ば
字
訳
出

版
当
時
二
一
二
の
評
家
が
原
本
又
は
身
受
と
照
ら
し
て
誤
訳
と
指
摘
し
た
数
個

所
の
如
き
は
堅
く
信
ず
る
処
が
あ
っ
て
誤
訳
と
思
は
ぬ
か
ら
依
然
英
訳
に
随

っ
て
少
し
も
更
め
な
か
っ
た
」
（
A
、
三
九
〇
〉
。
二
葉
亭
は
新
訳
時
に
す
で

に
故
人
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
も
は
や
ロ
シ
ア
語
に
つ
い
て
直
接
教
え
を
請

う
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
初
訳
時
に
活
用
し
た
二
葉
亭
の
ノ
ー

ト
類
が
残
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
改
訳
作
業
に
供
し
た
、
と
説
明
し
て
い

る
の
は
い
い
の
だ
が
、
理
解
に
苦
し
む
の
は
「
露
の
原
文
と
若
干
相
違
し
て

ゐ
」
て
も
、
「
堅
く
信
ず
る
処
が
あ
っ
て
」
、
厳
密
で
な
い
と
魯
庵
自
身
が
認

め
る
≦
－
ぼ
。
・
げ
僧
類
書
に
あ
え
て
依
拠
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま

た
「
は
し
が
き
」
の
続
く
箇
所
で
「
余
の
訳
書
か
ら
推
し
て
原
作
を
想
像
す

る
と
大
い
な
る
間
違
ひ
で
、
余
の
役
目
は
唯
筋
書
き
通
弁
を
し
た
ぐ
ら
み
に

過
ぎ
ん
」
と
訳
文
に
対
し
て
か
な
り
控
え
め
な
言
い
方
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

な
ど
も
、
上
記
の
「
回
想
」
と
趣
旨
が
ず
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
新
訳
に
対
す
る
魯
庵
自
身
の
考
え
方
に
は
微
妙
な
動
揺
が
見
ら
れ

・
る
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
訳
は
旧
訳
の
不
備
を
可
能
な
限
り
是

正
す
る
た
め
に
着
手
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
、
と
考
え
て
間
違
い
は
な
い
の
だ

ろ
う
。
た
だ
不
明
な
ま
ま
で
残
っ
て
し
ま
う
疑
問
は
、
魯
庵
の
い
う
「
堅
く

信
ず
る
処
が
あ
っ
て
」
が
ど
の
よ
う
な
内
実
の
も
の
な
の
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
先
の
例
で
い
え
ば
、
主
人
公
の
部
屋
の
狭
さ
を
表
す
比
喩
表
現
が

欠
落
し
た
ま
ま
で
放
置
さ
れ
た
の
は
（
単
な
る
見
落
と
し
で
な
く
、
ロ
シ
ア

語
原
文
中
の
比
喩
表
現
の
存
在
に
気
が
つ
い
て
い
た
と
し
た
場
合
）
、
ど
の
よ

う
な
「
信
ず
る
処
が
」
あ
っ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
高
橋
の
次
の
指
摘
に
移
ろ
う
。
「
竈
前
を
通
り
過
ぎ
」
と
い
う
魯
庵
の
初
訳

に
対
し
て
、
通
り
す
が
り
に
竈
が
見
え
る
だ
け
だ
、
と
高
橋
が
指
摘
す
る
次

の
箇
所
は
寓
。
㊨
露
訳
で
は
「
≦
Φ
昌
昌
霞
N
霞
q
Q
育
曽
ζ
。
①
ぼ
昌
鎧
昌
＄
諺
菖
①
σ
q
”

B
鐸
ζ
D
＄
魯
並
物
匙
霞
宍
帥
。
げ
。
幽
o
q
。
。
駐
巴
ぴ
①
昌
く
自
曽
げ
霞
」
（
E
、
三
）
（
彼
は
街
路

に
降
り
て
行
く
時
は
、
主
婦
の
台
所
の
わ
き
を
通
り
す
ぎ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
）
と
な
っ
て
お
り
、
「
竈
」
の
語
は
も
と
も
と
書
か
れ
て
い
な
い
。
台
所
の

ぞ
ぱ
を
通
る
際
に
中
の
竈
が
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
高
橋
は
言
っ
て
い

る
だ
け
で
あ
り
、
「
竈
が
見
え
る
」
と
訳
す
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
魯
庵
の
方
は
、
≦
ぽ
警
凹
零
訳
が
「
唱
鋤
給
β
昌
壁
面
夢
。
津
。
」
（
C
、

五
）
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
「
竈
」
に
固
執
し
、
新
訳
で
も
変
更
し

て
い
な
い
。
ロ
シ
ア
語
原
文
、
Q
胃
昌
①
暮
訳
に
は
い
ず
れ
も
「
台
所
」
（
三
蓋
国
”

匡
8
げ
。
昌
）
が
出
て
く
る
だ
け
で
、
「
竈
」
に
相
当
す
る
語
は
出
て
こ
な
い
。

　
高
橋
の
細
か
い
吟
味
の
最
後
は
、
二
段
落
目
の
後
半
の
「
骨
身
に
し
み
る

く
中
略
）
怖
ろ
し
い
の
だ
」
と
三
段
落
目
の
「
斯
く
ば
か
り
（
中
略
）
罹
っ

た
か
ら
だ
」
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
高
橋
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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此
相
つ
づ
け
る
二
文
章
は
矛
盾
す
、
｛
は
宿
料
の
停
滞
が
あ
る
か
ら
細
れ

る
と
云
ひ
、
一
は
欝
憂
病
に
罹
っ
た
か
ら
斯
の
如
く
だ
と
い
ふ
、
惟
れ
量
矛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
リ

盾
に
あ
ら
ず
や
、
況
ん
や
其
直
ぐ
下
に
「
重
り
此
家
の
（
中
略
）
い
や
で
た

ま
ら
ぬ
」
と
あ
る
こ
と
や
、
其
実
彼
の
「
と
い
ふ
は
宿
料
」
云
々
は
例
の
「
前

後
の
取
捨
に
し
て
」
西
文
に
無
き
所
な
り
、
是
の
如
き
「
取
捨
」
は
余
り
に

好
ま
し
き
者
に
あ
ら
ず
、
（
A
、
三
五
〇
）

　
一
読
し
て
高
橋
の
主
張
は
納
得
し
が
た
い
。
初
訳
は
素
直
に
読
め
ば
、
主

人
公
は
ま
ず
神
経
症
が
高
じ
て
主
婦
だ
け
で
な
く
人
間
↓
般
を
怖
が
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
宿
料
の
停
滞
」
が
加
わ
り
、
主
婦
に
顔
を
合
わ

せ
る
の
が
一
層
苦
痛
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
、
き
わ
め
て
論
理
的
に
理
解
で

き
る
か
ら
だ
。
高
橋
が
依
拠
し
た
言
8
窪
訳
を
見
る
と
、
当
該
箇
所
の
引
用

は
省
略
す
る
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
「
宿
料
の
停
滞
」
に
つ
い
て
の
言
及
が

欠
落
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
主
人
公
が
主
婦
を
怖
が
る
理
由
が
神
経
症
だ

け
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
「
余
は
原
書
を
我
が
書
斎
に
有
せ
ず
、
残

念
千
万
」
と
高
橋
が
慨
嘆
す
る
の
も
も
っ
と
も
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
箇
所
は
新
訳
で
の
改
変
は
細
部
の
表
現
に
と
ど
ま
り
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
高
橋
の
指
摘
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
何
語
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
重
訳
は
い
か
に
危
う
い
も
の
で
あ
る
か
、

と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
よ
う
な
議
論
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
と

も
か
く
、
高
橋
の
書
評
中
の
具
体
的
な
指
摘
は
、
冒
頭
部
分
に
限
る
と
は
い

え
、
そ
れ
が
魯
庵
に
納
得
の
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
改
訳
作
業
に
一
定
の

影
響
を
与
え
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
な
い
よ
う
な
短
い
語
句
の
表
現
の
改
良
に

限
ら
れ
て
い
る
。
新
訳
で
も
諄
貯
冨
≦
訳
に
基
づ
い
た
た
め
、
蓄
溢
け
騨
≦

訳
が
不
正
確
な
箇
所
は
、
高
橋
の
指
摘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
壽
溢
げ
署
訳

の
不
備
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
場
合
は
皮

肉
な
こ
と
に
、
や
や
重
大
な
誤
訳
ぶ
放
置
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
高
橋
の
批
判
に
対
し
て
、
初
訳
を
弁
護
し
て
い
る
十
八
公
子
の

書
評
（
「
城
南
評
論
」
一
｝
号
、
明
治
二
六
年
”
月
）
を
見
て
み
た
い
。
十
八

公
子
は
ま
ず
「
先
生
（
高
橋
五
郎
を
指
す
一
西
野
）
は
不
知
庵
主
人
が
英

訳
よ
り
重
訳
せ
し
事
を
知
り
玉
ひ
な
が
ら
、
何
故
に
こ
れ
を
独
逸
訳
に
比
較

し
玉
ひ
し
そ
。
独
逸
訳
と
て
十
分
に
誤
謬
を
免
か
れ
得
た
る
も
の
に
あ
ら
ず

と
そ
聞
く
」
と
述
べ
た
上
で
、
魯
庵
の
訳
文
が
底
本
の
♂
＜
馨
。
駐
冨
累
訳
か
ら

ど
の
程
度
か
け
離
れ
て
い
る
の
か
を
検
証
し
、
高
橋
が
疑
問
を
呈
し
た
「
ペ

レ
ウ
ー
ロ
ク
」
の
文
字
の
追
加
に
つ
い
て
は
、
「
横
町
」
だ
け
で
は
「
十
分
な

ら
ざ
る
が
為
に
」
妥
当
で
あ
る
と
し
、
ま
た
「
五
階
造
の
家
」
の
一
通
の
文

中
で
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
置
q
ゆ
業
革
訳
で
は
魯
庵
訳
と
同
じ
で
あ
る
と

し
て
魯
庵
を
弁
護
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
突
進
し
て
」
「
狐
疑
逡
巡
の
体
で
」

「
の
っ
そ
り
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
o
B
Φ
お
＆
」
「
討
匪
帥
昌
獅
貯
o
h
貯
島
①
o
誌
δ
μ
」

♂
♂
乱
民
」
で
あ
り
、
「
共
に
少
し
く
語
勢
の
強
過
る
か
と
思
は
る
』
嫌
な
き

に
あ
ら
ね
ど
も
い
ま
だ
以
て
不
妥
当
と
な
す
べ
か
ら
ず
」
と
判
定
し
て
い
る
。

そ
し
て
ま
た
「
「
骨
身
に
し
み
て
…
…
」
以
下
も
（
中
略
）
わ
れ
は
毫
も
矛
盾

な
る
よ
し
を
見
出
す
能
は
ず
」
と
も
述
べ
て
い
る
が
（
A
、
三
八
六
～
三
八

七
）
、
こ
れ
は
本
稿
で
先
に
示
し
た
見
解
と
一
致
し
て
い
る
。

　
さ
て
魯
庵
の
初
訳
が
大
変
な
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
の
は
、

高
橋
五
郎
の
批
判
に
対
す
る
十
八
公
子
の
弁
護
に
対
し
て
さ
ら
に
南
海
散
史

（
北
川
貞
行
）
が
参
戦
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
「
裏
錦
烏
明
治
二
五
年
＝
一
月
、
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明
治
二
六
年
一
月
、
二
月
。
A
、
三
七
↓
～
三
七
九
）
。
散
史
は
「
露
西
亜
の

原
書
は
、
幸
に
我
が
書
斎
に
之
を
有
す
る
」
と
し
て
、
ロ
シ
ア
語
原
文
と
照

合
し
な
が
ら
、
高
橋
と
十
八
公
子
の
意
見
の
食
い
違
い
を
裁
定
す
る
。
散
史

に
よ
れ
ば
、
高
橋
が
批
判
し
、
十
八
公
子
が
英
訳
に
忠
実
で
あ
る
と
し
て
弁

護
し
た
「
五
階
造
の
家
」
の
一
節
の
位
置
は
、
英
訳
で
は
ロ
シ
ア
語
原
文
と

は
違
っ
て
お
り
、
英
訳
が
「
妥
当
の
訳
と
日
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
で
あ
り
、

同
様
に
高
橋
が
批
判
し
、
十
八
公
子
が
弁
護
し
た
「
ペ
レ
ウ
ー
ロ
ク
」
に
つ

い
て
は
、
や
は
り
蛇
足
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
番
人
」
に
「
ヅ
ウ
ォ
ル

ニ
ク
」
（
初
訳
原
文
で
は
「
ド
ボ
ー
ル
ニ
ク
」
、
「
是
は
血
だ
」
に
「
エ
ト
、
ク

ロ
ゥ
ィ
」
（
初
訳
原
文
で
は
国
8
胃
。
色
と
い
う
ぐ
あ
い
に
、
魯
庵
が
ロ
シ

ア
語
の
カ
タ
カ
ナ
音
訳
と
ロ
ー
マ
字
音
訳
を
付
け
加
え
て
い
る
の
は
（
た
だ

し
魯
庵
は
、
後
者
の
後
に
は
「
「
血
だ
」
と
解
す
べ
く
「
血
の
故
だ
」
即
ち
「
逆

上
せ
て
み
る
ン
だ
」
と
も
解
す
べ
し
此
両
義
に
通
ず
る
故
に
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ

コ
フ
は
聞
き
．
誤
ツ
た
の
だ
」
と
い
う
説
明
を
加
え
て
い
る
）
、
「
近
頃
露
西
亜

の
風
、
我
国
に
吹
き
来
り
て
、
公
開
演
説
に
も
、
往
々
弁
士
の
露
語
を
使
用

す
る
者
あ
り
。
一
体
露
語
は
、
邦
人
の
為
に
耳
新
し
く
聞
ゆ
る
を
以
て
、
訳

者
は
、
愛
に
文
学
界
に
も
、
一
種
の
露
語
風
を
吹
か
さ
ん
と
て
、
斯
く
は
露

語
を
挿
入
し
た
る
に
は
あ
ら
ざ
る
乎
」
と
推
測
し
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う

な
高
橋
の
指
摘
お
よ
び
南
海
散
史
の
こ
う
し
た
意
見
が
あ
い
ま
っ
て
影
響
を

及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
新
訳
で
は
上
記
の
三
つ
の
ロ
シ
ア
語
音
訳
の
う

ち
、
「
国
8
寄
。
く
甘
以
外
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　
南
海
散
史
は
こ
の
他
に
も
、
主
人
公
の
墓
の
比
喩
が
ロ
シ
ア
語
原
文
で
は

「
墓
」
で
は
な
く
「
戸
棚
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
魯

庵
が
「
露
語
に
通
暁
せ
る
者
に
よ
り
、
原
作
に
照
し
て
」
い
な
い
箇
所
を
い

く
つ
か
指
摘
し
、
「
不
知
庵
主
人
の
為
に
惜
む
」
と
慨
嘆
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
関
係
で
省
略
し
た
い
。

　
初
訳
に
対
す
る
書
評
で
最
後
に
見
て
お
き
た
い
の
は
森
田
思
軒
の
も
の
で

あ
る
（
「
国
会
新
聞
」
明
治
二
五
年
一
二
月
一
日
）
。
思
軒
も
ま
た
高
橋
同
様
、

魯
庵
の
訳
本
の
重
要
性
を
認
め
る
こ
と
に
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
く
、
「
斯
の
訳

本
が
費
心
労
思
の
極
に
成
り
（
中
略
〉
訳
世
界
に
著
る
し
く
麗
は
し
き
効
果

を
作
せ
る
を
確
認
し
て
疑
は
ざ
る
な
り
」
と
し
て
、
こ
の
深
刻
な
訳
本
が
外

国
小
説
の
今
後
の
邦
訳
に
対
し
て
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
さ
を
強
調
し
、
全
体

と
し
て
口
を
極
め
て
称
賛
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
疑
問
点
と
し
て
は
、
冒
頭

し
ば
ら
く
し
て
、
町
中
に
出
た
主
人
公
の
様
子
が
語
ら
れ
る
箇
所
「
我
が
主

　
　
　
　
マ
マ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ
ム
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ン

人
公
の
啄
え
た
顔
色
は
忽
ち
苦
々
し
き
嫌
悪
の
印
象
を
露
は
し
た

　
　
　
　
し
べ
リ
イ

（
中
略
）
昏
迷
に
陥
ツ
て
る
る
と
云
ふ
よ
り
、
恰
で
心
が
麻
痺
れ
て
み
る
様

に
」
（
A
、
＝
）
（
壽
冨
ゴ
9
。
零
訳
で
は
「
O
慧
げ
霞
。
、
。
。
器
旨
。
島
捨
9
。
言
円
薙

げ
①
茸
錯
巴
℃
皆
目
暫
湧
。
目
。
ロ
計
㊤
昌
一
目
溢
冨
霧
δ
μ
o
h
ぼ
酔
富
尾
巳
。
・
鵬
ロ
9
（
中
略
）

冨
q
D
帥
巳
肉
醤
8
簿
傷
0
9
器
く
Φ
昌
ρ
o
N
漫
罵
霧
ぼ
“
o
櫛
8
詳
。
恥
日
①
二
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ

8
信
。
邑
）
（
C
、
六
）
を
取
り
上
げ
、
「
同
B
箕
。
器
δ
ロ
を
訳
し
て
器
具
と

し
開
。
〈
霞
幽
。
を
訳
し
て
昏
迷
と
す
固
よ
り
当
ら
ざ
る
に
非
ず
多
く
の
時
と
処

と
に
於
い
て
は
実
に
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
の
訳
た
る
べ
し
然
れ
ど
も
斯
の
時

と
処
と
に
託
て
は
之
を
印
象
と
云
ふ
は
寧
ろ
之
を
相
若
く
は
模
様
若
し
く
は

色
と
云
ふ
の
穏
や
か
な
る
に
如
か
ざ
る
に
似
た
り
之
を
昏
迷
と
云
ふ
は
寧
ろ

之
を
物
思
ひ
若
く
は
物
案
じ
若
く
は
考
込
む
と
云
ふ
の
穏
や
か
な
る
に
如
か

ざ
る
に
似
た
り
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
A
、
三
五
八
～
三
五
九
）
。
こ
の
箇
所

は
新
訳
で
は
、
前
半
は
「
見
る
一
苦
り
切
っ
た
嫌
悪
の
相
に
変
っ
て
二
つ

た
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
「
印
象
」
（
ロ
シ
ア
語
原
文
は
「
塁
ロ
。
身
国
。
」
（
F
、

一　74　一



六
）
。
ロ
シ
ア
語
か
ら
の
初
め
て
の
直
接
訳
で
あ
る
大
正
三
年
一
〇
月
発
行
の

中
村
白
葉
訳
〈
新
潮
社
〉
で
は
「
感
情
」
。
同
書
四
頁
）
は
「
相
」
に
改
変
さ

れ
、
思
軒
の
指
摘
に
沿
っ
た
形
で
改
変
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
一
方
、
後

半
は
新
訳
で
は
「
深
い
冥
想
、
と
い
ふ
よ
り
は
精
神
的
の
昏
酔
に
沈
号
し
て

了
っ
て
」
（
こ
の
部
分
は
ロ
シ
ア
語
原
文
で
は
♂
国
　
旨
釦
6
昌
　
匿
舞
α
鷺
匂
◎

言
塩
。
趙
ε
。
。
碧
団
蚤
請
δ
懸
り
”
智
韓
P
器
囁
＄
舅
器
留
y
塁
翼
α
暫

国
塁
岩
Φ
－
8
影
曾
類
題
レ
（
F
、
六
）
、
自
序
訳
で
は
「
彼
は
深
い
瞑
想
、
と

い
ふ
よ
り
は
寧
ろ
、
あ
る
種
の
昏
睡
に
堕
ち
て
」
（
同
上
書
士
～
五
頁
）
で
あ

り
、
的
確
な
訳
語
を
決
定
し
に
く
い
繊
細
な
箇
所
で
は
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

原
作
者
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
自
身
が
ぼ
舞
　
α
¢
」
（
言
わ
ば
…
の
よ
う
な
も

の
）
と
い
う
表
現
を
重
ね
て
使
っ
て
お
り
、
こ
の
時
の
主
人
公
の
状
態
が
一

言
で
端
的
に
は
言
い
表
し
に
く
い
微
妙
な
も
の
で
あ
る
の
を
示
唆
し
て
い
る

こ
と
で
も
わ
か
る
）
で
あ
り
、
つ
ま
り
「
昏
迷
」
は
「
深
い
冥
想
」
に
改
変

さ
れ
て
い
る
が
、
思
軒
の
薦
め
る
「
物
思
ひ
偏
「
物
案
じ
」
「
考
込
む
」
は
い

ず
れ
も
選
ば
れ
ず
、
ま
た
そ
の
後
の
「
心
が
麻
痺
れ
て
」
は
「
昏
酔
に
沈
洒

し
て
」
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
「
昏
迷
」
と
「
昏
酔
」
の
違
い
は
あ
る
が
、
主

人
公
の
沈
思
が
思
軒
の
薦
め
る
三
様
の
訳
語
で
は
表
現
し
尽
く
せ
な
い
ほ
ど

あ
く
ま
で
深
い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
点
に
魯
庵
が
こ
だ
わ
っ
て
い
る

の
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
思
軒
の
以
上
の
指
摘
も
ま
た
、
こ
の
時
代
に
、
韻
文
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、

長
編
小
説
の
翻
訳
に
対
し
て
、
細
か
い
訳
語
の
弁
別
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
敏
感

な
読
者
が
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
、
驚
き
を
禁
じ
え
な
い
。
そ
う

し
た
弁
別
作
業
に
興
味
を
そ
そ
ら
せ
る
ほ
ど
に
、
日
本
の
読
者
に
と
っ
て
ド

ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
こ
の
作
品
の
細
部
の
迫
力
は
大
き
い
も
の
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　
三
、
そ
の
他
の
特
徴
的
な
改
変
箇
所

　
こ
こ
で
は
、
初
訳
の
書
評
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
箇
所
に
対
す
る
改
訳
に

つ
い
て
い
く
つ
か
列
挙
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
『
巻
之
一
』
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
「
「
テ
ィ
ツ
リ
ャ
ー
ル
ヌ
ィ
、
ソ
ベ
ッ
ト
ニ
ク
」
（
九
等
属
？
ご
（
A
、

二
二
）
、
「
「
ク
ワ
ル
タ
ー
リ
ヌ
イ
、
ナ
ジ
ラ
ー
テ
リ
」
（
警
部
補
？
）
」
（
A
、

一
二
〇
）
、
「
「
コ
レ
ー
ジ
ス
キ
イ
、
ア
ッ
セ
ッ
ソ
ル
」
（
八
等
属
？
ご
（
A
、

」
二
二
）
と
い
う
ぐ
あ
い
に
、
職
業
上
の
位
階
の
訳
語
に
確
信
が
持
て
な
か

っ
た
た
め
か
、
初
訳
に
お
い
て
ロ
シ
ア
語
原
文
の
音
訳
と
「
？
」
を
併
記
し

た
箇
所
は
、
新
訳
で
は
「
？
」
、
ま
た
は
音
訳
と
「
？
」
の
両
方
を
劇
除
し
て

お
り
、
新
訳
の
段
階
に
お
い
て
初
訳
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
二
番
目
の
訳
と
し
て
は
「
警
察
分
署
長
」
ぐ
ら
い
が
適

当
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
へ
　
　
　
　
　
　
た
し
か

　
初
訳
「
慧
智
は
下
宿
か
ら
此
端
ま
で
の
正
確
な
距
離
を
弁
知
し
た
、
1

即
ち
七
百
三
十
歩
で
あ
る
」
（
A
、
一
二
）
、
新
訳
「
下
宿
か
ら
此
の
町
尻
ま

で
の
厳
密
な
距
離
が
キ
ツ
チ
リ
七
百
三
十
歩
な
の
を
青
年
は
能
く
知
っ
て
み

た
」
（
B
、
六
）
は
、
主
人
公
は
犯
行
の
実
行
を
空
想
し
な
が
ら
そ
れ
ま
で
何

度
も
そ
の
道
を
歩
き
、
歩
数
を
記
憶
し
て
い
た
、
と
い
う
意
味
の
記
述
が
直

後
に
あ
る
の
で
、
「
知
っ
て
み
た
」
と
大
過
去
的
な
訳
し
方
を
し
て
い
る
新
訳

ぶ
適
切
で
あ
る
。
こ
れ
は
改
善
さ
れ
た
例
で
あ
る
。

　
質
屋
の
下
見
を
終
え
て
通
り
に
出
た
と
こ
ろ
で
、
初
訳
『
失
敬
！
　
畜
生
！

い
つ寧
そ
や
ツ
つ
け
や
う
か
…
…
一
ト
思
ひ
に
』
（
A
、
　
八
）
と
あ
る
の
は
誤
訳

で
あ
り
、
新
訳
「
何
も
彼
も
沙
汰
の
限
り
、
醜
極
ま
っ
て
る
！
　
俺
に
出
来

一75一



　
　
　
　
　
　
つ
も
り

る
か
、
出
来
る
意
か
．
？
」
（
B
、
一
五
）
の
方
が
意
味
が
正
し
く
伝
わ
る
。

　
居
酒
屋
で
聞
こ
え
る
歌
の
歌
詞
が
初
訳
で
は
≦
巨
。
。
冨
ミ
訳
の
英
文
が
そ

の
ま
ま
書
き
写
さ
れ
て
い
る
（
A
、
一
九
）
が
、
新
訳
で
は
日
本
語
に
訳
出

さ
れ
て
い
る
（
B
、
一
七
）
。
舞
台
は
ロ
シ
ア
で
あ
る
の
で
、
英
訳
を
そ
の
ま

ま
載
せ
る
の
は
場
違
い
で
あ
り
、
改
変
は
当
然
の
処
置
で
あ
ろ
う
。

　
マ
ル
メ
ラ
ー
ド
ブ
の
科
白
で
、
初
訳
「
僕
の
家
内
が
レ
ベ
ジ
ャ
ツ
ト
ニ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ま
ヘ

フ
に
打
た
れ
ま
し
た
」
（
A
、
二
三
）
は
、
新
訳
で
は
「
下
拙
の
愚
妻
が
レ
ベ

ジ
ャ
ト
ニ
コ
フ
て
奴
に
殴
ら
れ
ま
し
た
」
（
B
、
二
二
）
と
い
う
よ
う
に
「
て

奴
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
話
相
手
に
と
っ
て
「
レ
ベ
ジ
ャ
ト
ニ
コ
フ
」
は

初
め
て
聞
く
名
前
な
の
だ
か
ら
、
こ
の
場
合
「
て
奴
」
と
い
う
表
現
が
あ
る

方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
注
意
深
い
改
変
が
な
さ
れ
た
例
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、

酔
っ
払
い
の
前
後
を
弁
え
な
い
唐
突
で
舌
足
ら
ず
な
話
し
方
と
い
う
設
定
で

あ
る
な
ら
ば
、
「
て
奴
」
が
欠
け
て
い
て
も
さ
ほ
ど
不
自
然
で
は
な
い
、
と
い

う
考
え
方
も
で
き
る
）
。

　
高
等
教
育
を
受
け
て
い
な
い
ソ
ー
ニ
ャ
が
生
理
学
の
本
を
熱
心
に
読
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う
し
や
う

い
た
こ
と
を
マ
ル
メ
ラ
ー
ド
ブ
が
述
べ
る
箇
所
で
、
初
訳
「
高
声
に
僕
た
ち

に
読
ん
で
呉
れ
ま
し
た
」
（
A
、
二
九
）
が
、
新
訳
で
は
「
大
き
な
声
で
読
ん

で
い
ま
し
た
」
（
B
、
三
一
）
に
改
変
さ
れ
、
ロ
シ
ア
語
原
文
と
謬
貯
げ
鱒
≦

訳
に
付
い
て
い
る
「
僕
た
ち
に
」
の
部
分
が
な
ぜ
だ
か
削
除
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
は
学
問
上
の
有
用
な
知
識
を
家
族
と
共
有
し
た
い
と
い
う
ソ
ー
ニ
ャ
の

家
族
思
い
の
性
質
の
一
面
が
現
れ
た
箇
所
な
の
で
、
新
訳
は
改
悪
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。

　
続
く
場
面
で
ソ
ー
ニ
ャ
が
「
出
。
零
o
o
綴
冠
H
偶
。
夢
帥
亀
」
（
C
、
↓
九
）
と

カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
に
問
い
た
だ
す
の
を
初
訳
で
は
「
惑
う
す
り
ゃ
ア
好
い
ン
で

す
」
（
A
、
二
九
）
と
訳
し
、
新
訳
で
も
大
き
な
改
変
は
な
い
が
、
「
導
9
」
は

売
容
を
指
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
な
の
で
「
ど
う
し
て
あ
ん
な
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
？
」
と
い
う
意
味
に
訳
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
初
訳
の
不

備
が
新
訳
で
も
改
善
さ
れ
て
い
な
い
例
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
続
く
叙
述
で
、
最
初
の
「
仕
事
」
か
ら
帰
宅
し
た
ソ
ー
ニ
ヤ
の
「
鼠
転

け
ぼ
暑
尾
。
轟
三
暴
言
q
・
ロ
く
霞
ロ
”
o
昌
夢
。
冨
匡
Φ
」
（
C
、
二
〇
）
と
い
う
動
作

が
初
訳
で
は
、
「
卓
子
に
銀
貨
で
三
十
「
ル
ー
ブ
ル
」
を
」
「
投
付
け
」
（
A
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら

三
〇
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
新
訳
で
は
「
ザ
ラ
ー
と
列
べ
」
（
B
、
三
五
）

と
改
変
さ
れ
て
い
る
。
初
訳
の
「
投
付
け
」
は
、
最
初
の
「
仕
事
」
の
衝
撃

の
た
め
、
い
か
に
ソ
内
切
ャ
で
も
ふ
る
ま
い
が
粗
雑
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
理
解
か
ら
出
た
訳
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
新
訳
は
、
ソ
ー
ニ
ャ

の
あ
く
ま
で
お
と
な
し
い
性
質
（
ロ
シ
ア
語
翼
四
国
「
静
か
な
、
お
と
な
し

い
」
は
ソ
ー
ニ
ャ
の
性
質
を
言
い
表
す
言
葉
と
し
て
主
人
公
に
よ
っ
・
て
繰
り

返
し
口
に
さ
れ
る
）
が
確
認
さ
れ
た
上
で
な
さ
れ
た
改
変
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
主
人
公
が
マ
ル
メ
ラ
ー
ド
ブ
を
家
ま
で
送
っ
て
行
っ
た
帰
り
道
に
、
一
線

を
踏
み
越
え
た
ソ
ー
ニ
ャ
に
思
い
を
馳
せ
る
場
面
で
、
初
訳
で
は
『
人
間
実

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
も
ん

に
く
だ
ら
ぬ
者
で
何
事
に
も
忽
ち
慣
れ
ツ
ち
ま
う
も
ン
だ
』
と
眩
い
た
後
で
、

　
　
　
　
か
ん
が
へ

　
お
　
れ
『
自
己
の
考
慮
が
間
違
ツ
て
な
け
り
や
ア
ー
若
し
自
己
の
思
ふ
通
り
人
間

　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の

が
く
だ
ら
な
く
な
け
り
や
ア
己
が
路
に
横
は
る
恐
ろ
し
き
事
、
忌
む
べ
き
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
み
に
じ

に
出
遇
ふ
た
ン
び
に
、
人
は
躁
踊
ツ
て
し
ま
ふ
は
ず
だ
』
（
A
、
四
二
）
と
自

分
の
考
え
方
を
反
省
し
て
い
る
が
、
『
自
己
の
考
慮
が
間
違
ツ
て
な
け
り
や

ア
』
と
否
定
文
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
前
後
の
立
縞
が
合
わ
な
い
。
正
し
く

は
『
自
己
の
考
慮
が
間
違
っ
て
い
れ
ば
』
（
「
自
同
暫
舞
曵
き
口
α
q
」
（
C
、
二
八
）
）
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と
肯
定
文
に
訳
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
新
訳
で
も
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
。

単
な
る
不
注
意
に
よ
る
誤
訳
で
あ
る
と
し
か
考
え
よ
う
が
な
い
が
、
主
人
公

が
犯
行
に
踏
み
切
る
に
至
る
思
考
の
流
れ
の
一
つ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
な

し
て
い
る
一
節
で
も
あ
り
、
読
者
は
文
脈
が
理
解
で
き
ず
困
惑
し
た
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

　
警
察
署
に
お
い
て
、
主
人
公
が
散
歩
の
時
刻
を
簡
潔
に
答
え
た
後
の
警
官

の
科
白
、
「
0
8
9
器
牌
昌
匙
9
0
9
。
磁
」
（
C
、
九
二
）
は
、
「
（
答
え
方
は
）
簡
潔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
っ
き
り

に
し
て
明
瞭
だ
」
い
う
よ
う
に
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
初
訳
は
『
明
正
と

詳
し
く
』
（
A
、
＝
二
〇
）
、
新
訳
は
「
最
つ
と
明
瞭
に
判
然
と
」
（
B
、
二
〇

九
）
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
「
も
っ
と
詳
し
く
話
す
よ
う
に
」
と
要
求

し
て
い
る
よ
う
に
響
く
。
こ
れ
は
改
変
は
な
さ
れ
た
も
の
の
、
改
善
に
は
至

っ
て
い
な
い
例
で
あ
る
。

　
以
上
は
『
巻
之
一
』
で
あ
る
が
、
続
い
て
『
巻
之
二
』
に
つ
い
て
も
見
て

お
く
。
ラ
ズ
ミ
ー
ヒ
ン
が
ド
ウ
ー
ニ
ャ
に
言
う
科
白
、
「
げ
。
≦
盆
罎
浮
な
鵠
犀
。

矯
。
自
円
げ
同
9
ゲ
①
触
鴇
。
β
母
o
f
ぎ
卯
一
ヨ
。
巽
。
く
。
奨
同
①
q
。
唱
o
o
巨
（
C
、
一
六
九
）

を
初
訳
は
「
貴
嬢
の
兄
さ
ん
の
様
な
何
事
に
も
怖
い
人
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」

（
A
、
二
五
四
）
と
訳
し
て
い
る
。
こ
れ
は
む
ろ
ん
、
新
訳
「
貴
嬢
は
兄
さ

ん
に
そ
っ
く
り
だ
。
細
か
い
点
ま
で
が
一
々
能
く
曾
て
ゐ
ま
す
」
（
B
、
三
九

六
）
が
正
し
い
。

　
主
人
公
が
母
親
か
ら
の
送
金
を
マ
ル
メ
ラ
ー
ド
ブ
の
葬
式
費
用
に
供
し
た

こ
と
を
説
明
す
る
箇
所
、
「
『
人
を
救
け
る
に
ハ
救
け
る
権
利
を
有
ツ
て
る
に

や
ア
な
ら
ん
』
（
中
略
）
渠
は
言
葉
鋭
く
と
げ
善
し
く
言
収
め
た
」
（
A
、

二
六
九
）
の
一
〇
行
は
、
謬
δ
訂
毛
訳
で
は
欠
け
て
い
る
が
、
初
訳
、
新

訳
に
お
い
て
補
足
さ
れ
て
い
る
。

　
続
く
場
面
に
、
↓
時
的
に
語
り
手
の
視
点
が
部
屋
に
残
っ
た
主
人
公
か
ら

離
れ
、
外
に
出
た
母
親
と
妹
の
会
話
が
二
頁
あ
ま
り
記
述
さ
れ
た
後
（
A
、

二
八
七
～
二
九
〇
）
、
語
り
手
の
視
点
が
再
び
主
人
公
の
も
と
に
戻
っ
て
く
る

箇
所
が
あ
る
。
壽
δ
9
翅
訳
で
は
、
母
親
と
娘
の
こ
こ
の
会
話
は
さ
ほ
ど

重
要
で
な
い
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
初
訳
、

新
訳
と
も
補
足
さ
れ
て
い
る
。

　
主
人
公
と
ラ
ズ
ミ
ー
ヒ
ン
が
ポ
ル
フ
イ
ー
リ
ー
を
初
め
て
訪
れ
る
途
上
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
つ

『
ま
た
空
滑
稽
け
て
彼
奴
を
嚇
し
て
や
ら
う
（
中
略
）
是
だ
か
ら
困
る
！
…

：
・
』
（
A
、
二
九
七
）
の
五
行
は
、
英
訳
で
は
欠
落
し
て
い
る
が
、
初
訳
、
新

訳
と
も
に
補
足
さ
れ
て
い
る
。

　
主
人
公
が
死
ん
だ
り
ザ
ヴ
ェ
ー
タ
と
ソ
ー
ニ
ャ
の
共
通
の
性
質
に
思
い
を
．

馳
せ
ギ
い
ず
れ
も
運
命
に
従
順
で
「
不
欄
な
、
温
和
し
い
」
人
間
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
れ

考
え
る
場
面
で
、
「
…
…
む
、
、
あ
の
女
は
自
己
の
歪
な
者
で
な
け
り
や
ア
な

る
ま
い
」
（
A
、
三
三
九
）
、
「
信
女
に
は
俺
の
や
う
な
も
ん
で
な
け
り
や
な
ら

ん
」
（
B
、
五
二
七
）
と
心
の
中
で
思
う
が
、
こ
の
部
分
は
ロ
シ
ア
語
原
文
、

≦
ぽ
。
ゆ
げ
凶
類
訳
の
い
ず
れ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
「
あ
の
女
」
は
ソ
ー
ニ
ャ
を

指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
魯
庵
が
主
人
公
と
ソ
ー
ニ
ャ
が
い
ず
れ
結
び
つ
く

こ
と
を
、
先
回
り
し
て
、
い
わ
ば
読
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
勝
手
に
挿

入
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
さ
て
最
後
に
、
木
村
毅
が
「
雷
石
に
打
た
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
千
万
無

量
の
深
淵
な
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
か
っ
た
」
（
注

7
）
と
述
懐
し
て
い
る
、
下
宿
で
ご
．
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
主
人
公
が
ナ
ス
タ
ー

シ
ャ
に
何
を
し
て
い
る
と
問
わ
れ
て
答
え
る
科
白
「
考
へ
る
事
！
」
（
A
、
四

五
）
に
触
れ
て
お
く
。
島
崎
藤
村
『
春
』
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
四
一
年
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四
月
七
日
～
人
月
一
九
日
）
の
中
で
北
村
透
谷
を
モ
デ
ル
と
す
る
青
木
が
、

夫
人
に
無
為
を
た
し
な
め
ら
れ
た
際
に
『
内
田
さ
ん
が
訳
し
た
「
罪
と
罰
」

の
中
に
も
あ
る
よ
、
銭
取
り
に
も
出
か
け
な
い
で
一
体
何
を
し
て
居
る
、
と

下
宿
屋
の
碑
に
聞
か
れ
た
時
、
考
へ
る
こ
と
を
し
て
居
る
、
と
あ
の
主
人
公

が
言
ふ
と
こ
ろ
が
有
る
。
あ
あ
い
ふ
事
を
既
に
言
っ
て
る
人
が
あ
る
か
と
思

ふ
と
驚
く
よ
。
考
へ
る
事
を
し
て
み
る
－
丁
度
俺
の
は
あ
れ
な
ん
だ
ね
』

と
答
え
て
い
る
。
木
村
が
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
「
考

へ
る
事
を
し
て
み
る
」
と
い
う
訳
文
で
あ
る
（
魯
庵
訳
で
は
「
考
へ
る
事
！
」

と
だ
け
書
か
れ
て
い
る
）
。
ナ
ス
タ
ー
シ
ャ
と
主
人
公
の
こ
こ
の
問
答
は

壽
δ
ぽ
署
訳
で
は
「
．
、
壽
鉾
8
昌
o
h
≦
o
昆
噂
ミ
、
臼
ぽ
匿
昌
σ
q
鳩
．
、
」
（
C
、
二
九
）

あ
る
が
、
新
訳
で
は
「
考
へ
事
さ
」
（
B
、
六
二
）
と
い
う
常
套
的
な
戸
々
語

に
改
変
さ
れ
て
お
り
、
糊
置
へ
る
事
」
と
い
う
詰
屈
な
言
葉
が
放
つ
イ
ン
パ
ク

ト
は
消
え
て
い
る
。
小
説
中
の
文
章
で
は
、
一
見
生
硬
に
見
え
る
日
本
語
が

き
ら
り
と
光
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
好
例
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
Ω
豊
β
o
暮
訳

で
は
、
こ
こ
の
や
り
と
り
は
「
ご
≦
ゲ
舞
。
・
o
暮
o
h
≦
o
警
砲
；
一
効
目
砕
ぼ
昌
蒼
四
、
．
」

（
D
、
二
七
）
と
な
っ
て
お
り
、
木
村
は
、
蓄
甘
ぽ
鈎
全
訳
の
「
．
紅
霞
昌
ぼ
昌
σ
q
鳩
、
、
」

は
、
魯
庵
が
「
考
へ
る
事
」
と
い
う
名
詞
の
目
的
格
に
訳
出
す
る
上
で
好
都

合
な
英
訳
で
あ
っ
た
と
し
て
、
魯
庵
訳
の
誕
生
の
一
因
を
謬
駐
げ
餌
靴
工
に

帰
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
同
じ
名
詞
の
目
的
格
で
は
あ
っ
て
も
、
「
考
へ

る
事
」
・
に
は
「
考
へ
事
」
に
は
な
い
不
思
議
な
魅
力
が
具
わ
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
新
訳
に
お
け
る
改
変
箇
所
は
も
ち
ろ
ん
以
上
指
摘
し
た
箇
所
に
と
ど
ま
る

も
の
で
は
な
い
。
改
変
箇
所
は
訳
文
全
体
の
隅
々
ま
で
ほ
ぼ
万
遍
な
く
行
き

渡
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
の
は
そ
の
う
ち
の

ご
く
…
部
の
特
徴
的
な
箇
所
に
す
ぎ
な
い
。

　
な
お
、
魯
庵
訳
の
章
立
て
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
≦
げ
貯
げ
麟
≦
訳
の

章
立
て
勺
㊤
暮
冒
O
ず
卿
嘗
霞
　
～
刈
（
竈
・
？
◎
。
O
）
、
尼
9
旨
b
o
“
O
犀
巷
8
N
同
～
刈

（
暑
．
q
。
昌
～
駐
　
）
、
団
暫
詳
G
。
“
O
ぽ
土
壁
電
μ
～
①
（
竈
‘
目
α
b
o
～
b
。
誤
）
は
、
ロ
シ
ア

語
原
文
の
章
立
て
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
初
訳
で
は
、
哨
三
層
の
区
切

り
を
取
り
払
っ
て
、
国
餌
含
昌
O
げ
碧
＄
媛
H
か
ら
殉
曽
詳
応
o
O
げ
巷
8
目
G
。
ま
で
の

計
H
O
O
げ
昌
8
話
を
第
一
回
～
第
十
回
（
以
上
『
巻
之
一
』
）
、
鴫
餌
含
浸

O
げ
帥
営
養
麟
か
ら
殖
簿
昌
q
。
O
げ
碧
8
目
①
ま
で
の
計
μ
O
O
ゲ
碧
富
話
を
第
十
一

回
～
第
二
十
回
（
以
上
『
巻
之
二
』
）
と
し
て
い
る
。
新
訳
で
は
、
第
一
編
を

第
一
回
～
第
七
回
、
第
二
編
を
第
一
回
～
第
七
回
、
第
三
編
を
第
一
回
～
第

六
回
と
し
、
ロ
シ
ア
語
原
文
お
よ
び
底
本
の
英
訳
と
同
じ
構
成
に
改
変
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
原
典
に
忠
実
と
な
る
よ
う
改
変
し
た
例
で
あ
る
。

　
　
ま
と
め

　
以
上
の
よ
う
に
、
初
訳
と
新
訳
を
比
較
し
て
み
る
と
、
初
訳
の
誤
訳
が
新

訳
で
も
放
置
さ
れ
て
い
た
り
、
新
訳
の
方
が
か
え
っ
て
改
悪
に
な
っ
て
い
る

箇
所
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
新
訳
の
方
が
誤
訳
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

読
み
や
す
い
日
本
語
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
う
し
た
改
善
を
促
す

機
縁
と
な
っ
た
の
は
、
魯
庵
も
認
め
る
よ
う
に
、
当
時
の
書
評
に
見
ら
れ
る

忌
悼
の
な
い
訳
文
批
判
で
あ
っ
た
。

　
両
訳
に
存
在
す
る
誤
訳
は
、
二
葉
亭
の
助
力
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

底
本
の
孝
δ
げ
弾
薯
訳
の
誤
訳
を
そ
の
ま
ま
引
き
ず
っ
て
し
ま
っ
た
箇
所
と
、

魯
庵
の
単
純
な
誤
読
に
大
別
で
き
る
。
ロ
シ
ア
語
原
文
に
壽
δ
地
業
訳
よ

り
忠
実
で
あ
る
Ω
陣
鉦
①
暮
訳
が
新
訳
時
に
出
版
さ
れ
て
い
れ
ば
、
新
訳
の
誤
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訳
は
も
っ
と
減
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
先
に
あ
げ
た
ソ
二
野
ャ
の
行
動
の
描
写
の
箇
所
で
見
た
よ
う
に
、
訳
し
方

い
か
ん
で
人
物
の
性
質
に
対
す
る
読
者
の
解
釈
が
左
右
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

「
罪
と
罰
」
の
よ
う
な
影
響
力
の
大
き
な
作
品
の
場
合
、
登
場
人
物
の
行
動

や
科
白
が
読
者
に
記
憶
さ
れ
、
他
の
作
家
が
人
物
を
造
形
す
る
上
で
参
考
と

し
た
例
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
大
正
三
年
以
降
の
中
村
白
葉

な
ど
の
後
続
の
邦
訳
が
読
者
に
浸
透
す
る
ま
で
は
、
魯
庵
の
文
学
史
上
の
責

任
は
重
大
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
と
も
あ
れ
、
文
学
作
品
は
新
し
い
訳
本

ほ
ど
誤
訳
箇
所
が
修
正
さ
れ
て
減
少
し
て
い
く
の
が
一
般
的
傾
向
で
あ
り
、

魯
庵
の
新
訳
へ
の
取
り
組
み
は
、
後
世
の
そ
う
し
た
継
続
的
努
力
の
必
要
性

を
身
を
も
っ
て
訴
え
た
と
い
う
意
味
で
も
記
憶
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
注
－
）
「
『
罪
と
罰
』
を
読
め
る
最
初
の
感
銘
」
、
「
新
潮
」
明
治
四
五
年
七

　
　
　
月
）
。
『
内
田
魯
庵
全
集
』
第
三
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
昭
和
五
八
年

　
　
　
一
〇
月
、
一
七
七
頁
。

（
注
2
）
同
、
一
九
〇
～
一
九
五
頁
。

（
注
3
）
同
、
第
一
二
巻
、
昭
和
五
九
年
四
月
、
七
頁
。

（
注
4
V
同
、
三
九
〇
頁
。

（
注
5
）
「
比
較
文
学
年
誌
」
（
二
四
号
、
一
九
八
八
年
）
の
別
冊
、
七
頁
。

（
注
6
）
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
三

　
　
九
巻
、
昭
和
女
子
大
学
研
究
所
、
昭
和
四
九
年
三
月
、
二
四
九
頁
。

（
注
7
）
「
解
題
」
、
『
明
治
翻
訳
文
学
集
』
筑
摩
書
房
一
九
七
二
年
一
〇
月
、

　
　
四
〇
四
頁
。

　
（
本
稿
は
二
〇
〇
八
年
七
月
五
日
の
日
本
比
較
文
学
会
創
立
六
〇
周
年
記

念
九
州
大
会
〈
九
州
大
学
〉
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
学
の
翻
訳
を
め

ぐ
っ
て
」
の
発
表
原
稿
に
加
筆
訂
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
）
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